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大阪ごみ減量推進会議

フィリピン・セブの漁村における
コンポストを活用した緑化促進事業

2025年大阪万博でゼロ・ウェイストを
実現するための調査研究と担い手養成

 関西

活動地域

活動地域

1世帯あたりの1日の
ごみ総量削減 20 %
地域清掃活動への
年間参加人数 659 人

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 50 ％

連続セミナー参加者 338 人

企業等ヒアリング 6 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 30 ％

実 践

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
1年目にしてごみの総量の20%削減！ごみの活用に
挑戦中。
●清掃活動は年間29回実施し、延べ659人が参加
● 3人の専門家から、園芸・コンポスト・植樹に関し、
年17回の研修を受けた。3月からはじめてのコンポ
ストに挑戦中
●地域の各世帯で全270本の花・緑を育てた
● 地域の日用品店25店舗と、「ノープラスチック
デー」を設定し、週3回エコバックの利用を推奨中

活動内容と成果
● リユース食器や給水スポットの導入に向け六つの関
連企業・団体にヒアリングした。またミラノ万博・ド
バイ万博の廃棄物対策について英文資料を翻訳した
● 「万博×環境　夢を描こうプロジェクト」との合同
ワークショップを2回開催。また市民アンケートを実
施した
● ごみゼロの担い手養成のため、全5回のごみ減量連続
セミナー（全体テーマは「ごみ問題最前線」）をオンラ
イン配信併用で開催した
● 博覧会協会及び大阪府・市と市民・NPO・事業者と
の協議を計6回実施した

課　題
インフラの未整備により、河川、海、陸地が生活廃棄
物で汚れ、周辺住民の衛生的で安全な生活環境が損
なわれていること。

目　標
ごみの総量を10％削減する。

課　題
2025年に大阪・関西万博が開催されるが、新型コロナ
ウイルス禍もあって市民の関心は低い。また、SDGsの
達成やプラごみゼロ宣言の具体化に向けた万博での取
組みが見えていない。

目　標
大阪・関西万博でのゼロ・ウェイスト（焼却・埋立ごみゼ
ロ）が実現するとともに、それをきっかけにゼロ・ウェイ
ストを基調とするライフスタイルが市民に浸透すること。
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広がる地域清掃の輪広がる地域清掃の輪

ごみ減量連続セミナー第1回の様子ごみ減量連続セミナー第1回の様子

はじめてのコンポストはじめてのコンポスト

高校生・大学生とのワークショップ高校生・大学生とのワークショップ

 フィリピン 

2022年はコンポストから堆肥をつくり園芸に活用するまでの仕組みづくりが目
標。トイレの重要性も啓発しており、共同トイレの設置と運用に挑戦予定。衛生的
で安全な生活環境に向かっている。

今年度も引き続き万博でのゼロ・ウェイストに向けた調査研究や担い手養成のた
めの連続セミナーを実施。また、実現に向けてより具体的な提案・提言をまとめ、
博覧会協会や大阪パビリオンの運営主体に投げかけていく。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
大型台風による被災で事業中止リス
クもあったが、防災面からも当事業
が重要という意識が住民に広がり発
展的に取り組めた。

■工夫した点
洪水や台風のリスクに備え、各世帯
に鉢植えでの緑化を推進、コンポス
トやコミュニティガーデンも高台に
設置している。

■苦労した点
今回のセミナーでは新型コロナウイ
ルス対策として初めてZoomによる
オンライン配信に挑戦したが、はじ
めは不具合やミスが多かった。

■工夫した点
万博でのゼロ・ウェイストについて
できるだけ多様な可能性を探るべく、
多彩な企業・団体にアプローチした。
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